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今
號
は
中
國
の
文
字
學
者
裘
錫
圭
の
論
考
の
う
ち
、
甲
骨
文
字
に
關
す
る
も
の

を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
で
提
示
さ
れ
た
釋
讀
は
、
い
ず
れ
も
現
在
の
中
國

古
文
字
學
に
お
い
て
定
説
に
近
い
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
い
ず
れ
の
論
考

も
『
裘
錫
圭
學
術
文
集
一　

甲
骨
文
卷
』（
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）

收
録
の
も
の
を
定
本
と
し
た
。

「
釋
〝

〞」

附
論
「
釋
〝
弋
〞」

本
論
文
は
『
古
文
字
研
究
』
第
三
輯
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
に
初
め
て

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、『
裘
錫
圭
自
選
集
』（
河
南
敎
育
出
版
社
、

一
九
九
四
年
）
な
ど
に
も
收
錄
さ
れ
た
。

な
お
、
原
著
が
約
四
十
年
前
と
古
い
た
め
、
そ
の
後
の
發
掘
・
研
究
と
若
干
の

矛
盾
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
末
尾
で
述
べ
る
。

本
論
文
は
『
甲
骨
文
編
』
で
「

て
い

」
と
釋
さ
れ
た
甲
骨
文
字
の
「

」
や
「

」

な
ど
の
字
形
に
つ
い
て
、
武
器
の
柄
を
意
味
す
る
「

」
の
初
文
で
「
必
」
に
あ

た
る
こ
と
を
論
じ
る
。
ま
た
附
論
の
「
釋
〝
弋
〞」
で
は
、
甲
骨
文
字
の
「

」

や
「

」
な
ど
の
字
形
が
「
弋
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

ま
ず
字
音
に
つ
い
て
、小
篆
で
は
、「
弋
（

）」
に
「
八
」
を
加
え
た
形
が
「
必

（

）」
の
字
形
で
あ
る
た
め
、『
説
文
解
字
』（
八
部
）
は
必
を
「
弋
聲
」
と
す
る

も
の
の
、
弋
と
必
の
上
古
音
は
、
韻
母
は
同
部
で
は
な
く
、
ま
た
聲
母
も
遠
く
離

れ
て
い
る
（
筆
者
注
、
弋
は
余
紐
職
部
、
必
は
幫
紐
質
部
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
李
珍
華
・
周
長
楫
『
漢
字
古
今
音
表
』〔
中
華
書
局
、修
訂
本
一
九
九
九
年
〕

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
古
音
を[

iək]

と[piet]

と
推
定
す
る
）。

ま
た
字
形
に
つ
い
て
、
西
周
金
文
で
は
弋
（

）
と
必
（

）
の
形
が
違
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
裘
氏
は
弋
・
必
の
二
字
を
別
個
の
も
の
と
見
な
し
、『
説

文
解
字
』
が
小
篆
の
形
か
ら
字
源
を
解
釋
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。

字
形
に
つ
い
て
は
、
甲
骨
文
字
の
第
一
期
（
最
初
期
）
に
見
え
る
戈
（

）
と

「

」、お
よ
び
第
五
期
（
最
末
期
）
に
見
え
る
戈
（

）
と
「

」
が
近
い
こ
と
も
、

こ
れ
ら
が
戈
（
武
器
）
の
柄
を
表
す

（
必
）
字
で
あ
る
論
據
と
し
て
擧
げ
て
い

る
。そ

の
ほ
か
、裘
氏
が
論
據
と
し
て
擧
げ
る
關
連
字
は
六
種
の
甲
骨
文
字
で
あ
る
。

そ
の
一
は
「

」
な
ど
で
あ
り
、『
甲
骨
文
編
』
で
は
未
釋
字
と
さ
れ
て
い
た
こ

の
文
字
を
、「

」
と
し
た
（『
説
文
解
字
』
は
皿
部
に
記
載
）。「

」
に
つ
い
て
は
、

古
文
字
學
研
究
文
獻
提
要

〝
裘
錫
圭
の
甲
骨
文
字
に
關
す
る
論
考
よ
り
〞
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金
文
の
「

」
に
近
い
形
を
用
い
た
「

」
な
ど
の
異
體
が
あ
り
、「

」
と
「

」

の
通
用
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「

」
を
用
い
た
甲
骨
文
字
に
「

」
が
あ
り
、

「
必
」
と
「
敝
」
の
上
古
音
が
近
い
こ
と
か
ら
、裘
氏
は
こ
れ
を
「
鼈
」
と
釋
す
（
筆

者
注
、
敝
は
上
古
音
が
並
紐
月
部
ま
た
は
並
紐
歌
部
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
例
え

ば
『
漢
字
古
今
音
表
』
は[biat]

と
復
元
す
る
）。

そ
の
二
は
「

」
で
あ
る
。
西
周
金
文
で
は
「

」
の
形
に
な
っ
て
り
、
裘
氏

は
こ
れ
ら
を
「

」
と
釋
す
（『
説
文
解
字
』
卩
部
に
記
載
）。
そ
の
三
は
「

」

な
ど
で
あ
り
、
同
じ
く
「

」
と
釋
す
（『
説
文
解
字
』
宀
部
に
記
載
）。
そ
の
四

は
「

」
な
ど
で
あ
り
、同
じ
く
「

」
と
釋
す
（『
説
文
解
字
』
食
部
に
記
載
）。

そ
の
五
は
「

」
で
あ
り
、同
じ
く
「

」
と
釋
す
（『
説
文
解
字
』
馬
部
に
記
載
）。

い
ず
れ
も
「

」
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
形
が
最
終
的
に
小
篆
で
「
必
」
に
な
っ
た

と
推
定
し
て
い
る
。

そ
の
六
は
「

」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
文
字
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、「

」

や
「

」
な
ど
の
説
が
あ
る
が
、
裘
氏
は
「

」
と
釋
す
（『
説
文
解
字
』
に
は

記
載
が
な
い
）。
ま
た
異
體
に
「

」
が
あ
り
、「

」
の
部
分
を
裘
氏
は
「

」

の
異
體
と
見
な
す
。
ま
た
類
似
形
の
「

」
や
「

」
な
ど
も
同
字
と
推
定
す
る
。

ま
た
、
以
上
の
六
種
の
ほ
か
、
さ
ら
に
關
連
し
て
甲
骨
文
字
の
「

」
や
金
文

の
「

」
を
擧
げ
て
い
る
。「

」
に
つ
い
て
は
、
殷
の
先
王
名
で
「

」
と

し
て
見
え
て
お
り
、『
史
記
』
殷
本
紀
の
「
河
亶
甲
」
に
あ
た
る
。
一
般
に
「
戔
」

（
王
名
と
し
て
は
「
戔
甲
」）
と
さ
れ
て
い
る
が
、「

」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
裘
氏
は
「
戔
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、「
桓
」
の
初
文
と
す
る
。
ま
た
、

「

」
に
つ
い
て
は
、や
は
り
「

」
に
近
い
形
が
右
辺
に
使
わ
れ
て
お
り
、水
（
氵
）

と
合
わ
せ
て
「
泌
」
と
釋
し
て
い
る
。
ま
た
金
文
で
は
「

子
」
と
し
て
見
え
て

お
り
、『
詩
』
衞
風
・
淇
奥
に
「
有
匪
君
子
」
が
あ
り
、
韓
詩
で
は
「
有

君
子
」

に
作
る
こ
と
か
ら
、「

子
」
も
「

子
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
後

者
に
つ
い
て
は
、『
裘
錫
圭
學
術
文
集
』
の
編
者
も
述
べ
る
と
お
り
、
あ
ま
り
に

も
強
引
な
解
釋
で
あ
り
、「
沈
子
」
と
見
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
本
論
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
甲
骨
文
字
に
お
け
る
用
法
を
列
記
し
て
い

る
。
ま
ず
「
必
（

）」
に
つ
い
て
は
「
微
不
其
以

」
と
し
て
見
え
て
お
り
、

原
義
で
あ
る
武
器
の

と
す
る
。

「

（

）」
に
つ
い
て
は
、「
子

」
な
ど
と
し
て
見
え
て
お
り
、人
名
で
あ
る
。

「

（

）」
に
つ
い
て
は
、「
狩
」
や
「
呼
」
な
ど
に
続
い
て
使
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
場
合
は
地
名
や
人
名
で
あ
る
。
ま
た
、「
歳
其
」（
歳
は
祭
祀
名
）
に
續
く
例

な
ど
も
あ
り
、こ
の
場
合
は
『
爾
雅
』
が
「
謐
、靜
な
り
」
と
す
る
「
謐
」
で
あ
り
、

「
安
寧
」
の
意
味
と
す
る
。

「

（

）」
に
つ
い
て
は
、
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
國
名
・
族
名
を
對

象
と
し
て
い
る
。
裘
氏
は
『
説
文
解
字
』（
宀
部
）
が
「

、
安
な
り
」
と
す
る

の
を
採
る
。

「

」
に
つ
い
て
は
、
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
例
が
あ
り
、
裘
氏
は
「

（

）」

と
同
意
と
す
る
。
ま
た
、「

」
に
つ
い
て
は
、
地
名
が
對
象
と
な
る
場
合
が
多

い
こ
と
か
ら
「
毖
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
し
、『
説
文
解
字
』
比
部
の
「
毖
、

愼
な
り
」
を
採
り
、
鎭
撫
の
意
味
と
す
る
。
ま
た
、「

」
と
「
田
」
の
違
い
に

つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
に
一
九
六
三
年
に
松
丸
道
雄
「
殷
墟
卜

辭
中
の
田
獵
地
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
一
）
に
よ
っ
て
分
析

さ
れ
た
内
容
の
一
部
に
近
い
。

ま
た
、「

」
や
「

」
は
祭
祀
に
關
連
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
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場
合
に
は
、
裘
氏
は
「
必
」
に
字
音
が
近
い
「
比
（「
お
よ
ぶ
」
の
意
味
）」
と
見

な
す
（
筆
者
注
、
比
は
上
古
音
が
幫
紐
脂
部
お
よ
び
並
紐
脂
部
の
二
音
と
推
定
さ

れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
漢
字
古
今
音
表
』
は[piei][biei]

と
復
元
す
る
。
前
者
は

必
と
入
聲
・
陰
聲
の
押
韻
關
係
に
な
る
）。

以
上
が
本
論
で
あ
る
が
、附
論
の
「
釋
〝
弋
〞」
は
甲
骨
文
字
の
「

」
や
「

」

な
ど
の
字
形
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
字
形
は
、下
部
が
尖
っ
た
樣
子
を
表
し
て
お
り
、「

」
と
は
別
字
で
、

「
杙
」
の
初
文
の
「
弋
」
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
文
字
は
、「

」
と
釋
さ

れ
る
「

」（
略
體
は
「

」）
に
使
わ
れ
て
お
り
、
金
文
の
「
弋
（

）」
に
字

形
が
近
い
。
そ
こ
で
、
裘
氏
は
弋
の
原
型
と
見
な
し
、
ま
た

・
弋
を
同
源
字
と

す
る
。

甲
骨
文
字
の
「
弋
（

な
ど
）」
に
つ
い
て
は
、
動
詞
の
ほ
か
人
名
や
國
名
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
裘
氏
は
「
代
」
の
字
義
と
見
な
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、甲
骨
文
字
に
は
「

」
を
使
っ
た
文
字
に
「

（

）」
な
ど
が
あ
る
。

字
形
に
つ
い
て
裘
説
を
ま
と
め
る
と
、必
の
變
化
は
「

↓

↓

↓

↓
必
」

と
な
り
、
弋
の
變
化
は
「

↓

↓

↓
弋
」
と
な
る
。

以
下
、
筆
者
注
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
殷
墟
花
園
莊
東
地
甲

骨
』（
雲
南
人
民
出
版
社
）
に
は
、
一
例
だ
け
で
あ
る
が
、「
必
」
に
あ
た
る
字
形

（

）
が
發
見
さ
れ
た
（
第
二
三
五
片
）。
裘
氏
が
「
弋
」
と
し
た
字
形
（

）
に
、

後
代
の
必
と
同
じ
く
小
點
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
の

（

）
に
つ

い
て
も
、
弋
（

）
の
部
分
に
小
點
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
弋
・

必
を
全
く
の
別
源
字
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、「

」
に
は
小
臣
弋
（

）
と
呼
ば
れ
る
（『
懷
特
氏
等
收
藏
甲
骨

文
集
』〔
皇
家
安
大
略
博
物
館
、
一
九
七
九
年
〕
第
九
六
一
片
）
な
ど
、
人
名
・

地
名
の
用
例
も
あ
る
。「

」
な
ど
が
動
詞
・
人
名
・
地
名
と
し
て
使
わ
れ
、「

」

に
も
動
詞
・
人
名
・
地
名
の
用
法
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
字
義
の
面
で
も
兩
者

を
積
極
的
に
區
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

さ
ら
に
、
東
周
代
の
印
章
で
も
、
弋
（

）
と
必
（

）
に
類
似
の
字
形
が
見

ら
れ
る
（
そ
れ
ぞ
れ
『
古
璽
彙
編
』〔
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
年
〕

三
一
二
四
・
五
二
二
一
）。
小
篆
の
弋
（

）・
必
（

）
を
含
め
、
兩
者
は
長
期

間
に
わ
た
り
互
い
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
字
形
を
變
化
さ
せ
て
き
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、
裘
氏
は
殷
の
王
名
を
「
戔
甲
」
で
は
な
い
と
し
た
が
、「
戈
（

・

）」
を
使
っ
た
「

・

」
の
用
例
も
見
ら
れ
（
例
え
ば
『
甲
骨
文
合
集

補
編
』〔
語
文
出
版
社
、
一
九
九
九
年
〕
第
一
〇
六
五
九
片
・
同
一
〇
六
二
六
片

綴
合
）、い
ず
れ
が
原
型
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
「

」
に
つ
い
て
も
「
戈

（

）」
を
使
っ
た
「

」
が
見
ら
れ
る
（
例
え
ば
『
甲
骨
文
合
集
補
編
』
第

一
一
一
〇
五
片
）。

（
落
合
淳
思
）

「
釋
〝

〞」

『
裘
錫
圭
自
選
集
』
の
末
尾
跋
文
に
よ
れ
ば
、
本
論
は
『
古
文
字
學
論
集
』
初

編
（
香
港
中
文
大
學
、
一
九
八
三
年
）
に
収
錄
さ
れ
た
同
名
論
文
を
、
首
屆
國
際

中
國
古
文
字
學
研
討
會
發
表
時
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
裘
氏
の
著
書

で
あ
る
『
古
文
字
論
集
』・『
裘
錫
圭
自
選
集
』
に
も
再
錄
さ
れ
て
い
る
。
具
體
的

な
改
稿
部
分
は
、
本
文
中
の
「「
有
害
」・「
亡
害
」
も
古
代
の
成
語
で
あ
る
」
以
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下
の
一
段
で
あ
る
と
の
こ
と
。

本
論
の
主
題
と
な
る
の
は
、
甲
骨
文
に
見
ら
れ
る
「

」（『
甲
骨
文
合
集
』

2244
、
以
下
「
合
」
と
略
）・「

」（
合34419

）
な
ど
の
形
で
書
か
れ
る
字
の

隸
定
並
び
に
字
釋
に
対
す
る
新
説
で
あ
る
（
以
下
、
裘
氏
は
當
該
字
を
「

」
と

隸
定
す
る
）。
本
論
は
、「

」
字
に
対
す
る
從
來
の
隸
定
を
再
検
討
し
、
つ
い
で

當
該
字
が
「
傷
害
」
の
義
を
持
つ
「
害
」
の
本
字
で
あ
る
（「
害
」
の
「
傷
害
」

の
義
は
假
借
で
あ
る
）
と
す
る
の
が
、
議
論
の
中
心
と
な
る
。

ま
ず
、
裘
氏
は
甲
骨
文
に
お
け
る
「

」
の
用
法
を
整
理
し
、「

（
祟
）」・「
𡆥

（
憂
）」
な
ど
の
字
と
類
似
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

次
に
裘
氏
は
、「

」
に
つ
い
て
從
来
の
字
説
を
整
理
す
る
。

ま
ず
は
羅
振
玉
の
「
它
」
で
は
な
い
か
と
す
る
説
を
採
り
あ
げ
る
。

羅
振
玉
（『
增
訂
殷
虚
書
契
考
釋
』
中
34
）
は
『
説
文
解
字
』（
卷
十
三
之
下
）

に
「
它
：
虫
也
。
上
古
艸
居
患
它
。
故
相
問
無
它
乎
。」
及
び
「
蛇
：
它
或
從
虫
。」

を
引
き
、
卜
辭
に
見
え
る
止
（
足
）
の
下
部
に
它
が
付
く
（
或
い
は
そ
の
字
形
に

加
え
て
彳
が
横
に
付
く
）
字
は
、
お
そ
ら
く
は
「
它
」
字
の
こ
と
で
あ
り
、
無
事

故
の
通
稱
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
羅
氏
は
「
它
」
と
「
虫
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

も
ほ
ぼ
同
一
の
文
字
で
あ
り
、
後
の
人
が
誤
っ
て
二
字
に
分
け
る
、
あ
る
い
は
一

字
に
合
體
し
て
「
蛇
」
と
し
た
と
し
、
許
慎
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
誤
り
を
免
れ
得

な
か
っ
た
と
す
る
。

裘
氏
は
こ
の
羅
説
に
対
し
、
斯
界
に
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
一
方
、
そ

の
問
題
點
を
指
摘
す
る
。

ま
ず
、
金
文
の
「
虫
」
の
字
形
「

（「
魚
鼎
匕
」『
殷
周
金
文
集
成
』980

：

戦
國
晩
期
、
以
下
「
集
成
」
と
略
）」・「

（「
甲
虫
爵
」
集
成8000

：
商
代
晚

期
或
西
周
早
期
）」
と
「
它
」
の
字
形
「

（「

白
歸
苑

」
集
成4331

：
西

周
中
期
）」・「

（「
師
遽
方
彝
」
集
成9897

：
西
周
中
期
）・「

（
集
成

10208

（
春
秋
早
期
）」
と
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
が
一
切
混
用
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
甲
骨
文
で
は
「

（
合10063

：
歷
組
）」・

「

（
合32509

：
賓
組
）
な
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
る
字
を
と
り
あ
げ
、
古
く

は
こ
れ
ら
が
「
蠶
」
と
解
釋
さ
れ
て
い
た
が
、
張
政

（「
釋
它
示
―
論
卜
辭
中

没
有
蠶
神
」『
古
文
字
研
究
』
第
一
輯
所
収
）
が
「
它
」
と
解
釋
を
改
め
た
こ
と

を
「
十
分
正
確
（
と
て
も
正
し
い
）」
と
高
く
評
価
す
る
。

そ
し
て
裘
氏
は
、
甲
骨
文
と
金
文
の
「
它
」
字
に
は
一
つ
の
共
通
の
特
徴
が
あ

り
、
そ
れ
は
身
體
の
象
形
か
ら
字
形
を
起
こ
す
作
業
が
比
較
的
粗
雑
な
點
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
金
文
の
「
它
」
字
は
字
形
の
中
程
を
縱
線
が
貫
く
形
で
書
か
れ
る

が
、
そ
れ
は
甲
骨
文
の
「
它
」
字
が
描
画
す
る
蛇
の
鱗
紋
を
簡
略
化
し
た
も
の
と

す
る
（
こ
の
縱
線
を
省
略
す
る
字
形
に
つ
い
て
は
、
縱
線
が
存
在
す
る
も
の
に
比

し
て
晩
期
の
も
の
と
す
る
）。
甲
骨
文
の
「

（
合23110

）」・「

（
合

19622

：
賓
組
）
は
變
じ
て
金
文
の
「
虫
」
と
な
り
、

 

は
變
じ
て
金
文

の
「
它
」
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
系
統
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
は
明
白

で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
そ
れ
を
根
據
に
し
て
、
裘
氏
は
羅
氏
の
「
元
々
它
と
虫

は
同
一
字
で
あ
っ
て
、
後
世
に
誤
っ
て
二
つ
に
分
か
れ
た
」
と
す
る
説
を
「
信
ず

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
一
刀
兩
断
す
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
の
結
果
、
裘
氏
は
「

」
字
と
「
它
」
字
が
無
關
係
で
あ
る

こ
と
確
認
し
、
當
該
字
の
下
半
分
の
字
形
を
「
虫
」
と
隸
定
し
た
。
上
部
の
「
止

（
足
）」
の
隸
定
に
つ
い
て
の
異
説
は
な
く
、
裘
氏
は
そ
れ
ら
の
總
結
と
し
て
、
當

該
字
を
「

」
と
隸
定
す
る
と
い
う
新
説
を
立
て
た
の
で
あ
る
。



一
四
七

漢
字
學
硏
究　

第
七
號

で
は
裘
氏
は
「

」
を
ど
の
よ
う
な
義
で
あ
る
と
解
釋
す
る
の
か
。
こ
れ
に
対

し
、「
傷
害
」
の
義
で
あ
り
「
害
」
の
本
字
で
は
な
い
か
と
す
る
の
が
、
次
の
部

分
の
中
心
と
な
る
。

ま
ず
裘
氏
は
、
そ
の
證
明
の
た
め
の
道
筋
と
し
て
「

」
字
を
採
り
あ
げ
る
こ

と
か
ら
議
論
を
始
め
る
。

初
め
に
、『
説
文
解
字
』（
卷
五
下
・
舛
部
）「

：
車
軸
耑
鍵
也
。
兩
穿
相
背
。

從
舛
、
𥜿
省
聲
。」
を
擧
げ
る
。

裘
氏
は
こ
の
字
の
大
徐
本
小
篆
字
形
「

」
に
対
し
、
小
徐
本
（
徐
鍇
『
説

文
解
字
繋
傳
』）
並
び
に
同
『
説
文
解
字
篆
韻
譜
』
の
小
篆
字
形
「

」
を
対
照

し
て
、中
央
部
を
禹
形
に
作
る
「

」
字
に
隸
定
し
、加
え
て
「

」
と
字
形
（
す

な
わ
ち
聲
符
と
な
る
）
を
共
有
す
る
「
𤪍
」・「
𧕱
」
に
つ
い
て
も
、『
四
部
叢
刊
』

本
で
は
み
な
「

」
で
は
な
く
「

」
形
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

裘
氏
は
、上
部
を
横
倒
し
の
止
「
𫝀
」
と
「
禹
」
と
に
從
う
字
「

（

）（
日

書
甲
28
）」等
が
、ま
た
異
體
字
と
し
て「
禹
」の
下
に「
夂
」が
付
く「
（

）（
日

書
乙
50
）」
等
が
そ
れ
ぞ
れ
睡
虎
地
11
号
墓
秦
簡
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

氏
は
、
當
該
の
竹
簡
に
見
え
る
用
語
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
早
期
の
建
徐
家
（
提

要
著
者
注
：
術
數
家
の
こ
と
か
）
の
使
用
し
た
用
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
同
様
の
形
式
・
内
容
の
他
簡
で
、
こ
れ
ら
の
字
が
「
害
」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「

（

）」
は
「
害
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
し
た
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
論
は
、
再
び
「

（

）」
字
の
話
に
戻
る
。

ま
ず
裘
氏
は
、『
説
文
解
字
』
の
「

」
の
本
義
を
「
車
軸
端
鍵
」
と
す
る
説

を
取
り
上
げ
（
後
文
で
こ
の
説
を
否
定
す
る
）、『
毛
詩
』
小
雅
／
車

篇
が
、『
左

傳
』
昭
公
二
十
五
年
条
で
は
「
車
轄
」
と
書
か
れ
る
こ
と
を
例
に
擧
げ
、「
（

）」

と
「
轄
」
が
傳
世
文
獻
で
通
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
及
び
「
轄
」「
害
」
を
聲
符

と
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。ま
た
そ
れ
に
加
え
て
、「

」を
聲
符
と
し
て
持
つ「
𨘇
」

に
つ
い
て
、『
説
文
解
字
』（
卷
二
下
）
に
「
𨘇
：
讀
若
害
」
と
あ
る
こ
と
も
指
摘

す
る
。
そ
し
て
讀
者
が
「
害
」
と
な
る
こ
と
を
根
據
に
し
て
、「

（

）」
と
「

（

）」
と
が
同
一
時
の
異
體
字
關
係
に
あ
る
と
し
た
。

次
に
「

」
を
共
有
す
る
文
字
の
話
と
な
る
。

ま
ず
氏
は
、
江
陵
天
星
觀
1
号
楚
墓
出
土
竹
簡
に
「
車
」
に
從
う
「

（

）」

字
が
存
在
す
る
こ
と
を
擧
げ
、
當
該
字
が
「

」
の
古
い
書
き
方
と
み
る
べ
き
で

あ
り
、「

」
は
「

」
の
變
體
で
あ
る
と
す
る
。「

」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
兩

方
の
書
か
れ
方
が
擦
り
合
わ
さ
れ
一
つ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、「

」
字
は
最

後
發
の
譌
體
、
そ
し
て
楚
簡
の
「

」
は
「
轄
」
の
異
體
字
で
あ
る
と
す
る
。
ま

た
別
に
秦
簡
に
「
害
」
を
「

」
に
作
る
例
を
擧
げ
、
こ
の
字
は
『
説
文
解
字
』

の
「
𨘇
」
と
同
一
字
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

更
に
、馬
王
堆
三
号
漢
墓
帛
書
『
周
易
』
に
「

」
と
書
か
れ
、現
行
本
で
「
曷
」

と
「
害
」
と
の
二
通
り
に
隸
定
が
分
か
れ
る
文
字
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、「

」

は
「

」
の
變
體
で
あ
り
、「
曷
」「
害
」
が
近
似
の
音
で
あ
る
か
ら
通
用
さ
れ
た

と
す
る
（『
説
文
解
字
』
で
「

」
を
共
有
す
る
「
𨘇
」
が
「
讀
若
害
」
で
あ
り
、

同
様
に
「
𤪍
」
が
「
讀
若
曷
」
と
あ
る
の
を
例
と
す
る
）（
提
要
著
者
注
：
郭
店

楚
簡
『
孔
子
詩
論
』
で
は
、『
詩
』
國
風
／
周
南
／
葛
覃
、及
び
王
風
／
采
葛
の
「
葛
」

を
「

」「

」
の
よ
う
に
「
艹
」
＋
「

」
形
に
作
る
）。

こ
こ
ま
で
は
、「

」
を
共
有
す
る
文
字
が
「
害
」
の
義
・
音
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
本
論
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
甲
骨
文
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字
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
。

ま
ず
裘
氏
は
、
甲
骨
文
の
「

」
と
隸

定
さ
れ
る
文
字
は
「

」
の
初
文
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
容
庚
の
指
摘
す
る
甲
骨

文
か
ら
小
篆
へ
の
「
萬
」
字
の
字
形
變
遷

を
例
に
擧
げ
て
、「

」
字
が
變
遷
し
て

「

」
と
な
っ
た
の
も
同
類
で
あ
る
と
す
る

（
そ
の
他
、
本
来
「
虫
」
形
で
あ
っ
た
も
の

が
「
禹
」
に
為
っ
た
事
例
を
い
く
つ
か
擧

げ
る
）。

そ
し
て
「
禹
（
于
母
）」
と
「
害
（
匣
母
）」

が
何
れ
も
喩
母
三
等
で
あ
る
こ
と
を
根
據

に
、
兩
字
の
音
が
近
い
こ
と
を
指
摘
す
る

一
方
、「
禹
（
魚
部
）」・「
害
（
祭
部
）」
と

韻
が
遠
い
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
す
る
。
た

だ
し
裘
氏
は
、
古
文
字
の
實
例
を
根
據
と

し
て
、「
害
」
の
古
音
が
魚
部
と
密
接
な
關

係
に
あ
っ
た
と
し
、そ
の
た
め「

」の「
虫
」

が
變
化
し
て
「
禹
」
と
な
っ
た
の
も
、
こ

れ
が
理
由
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

次
の
一
段
が
本
論
の
根
幹
と
な
る
部
分

で
あ
る
。

ま
ず
、『
説
文
解
字
』
が
「
傷
」
を
「
害
」

図 1：中央研究院小學堂字形演變「萬」より
（http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/yanbian?kaiOrder=3162　2019 年 2 月 27 日閲覽）

図 2：中央研究院小學堂字形演變「 」より
（http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw/yanbian?kaiOrder=63136　2019 年 2 月 27 日閲覽）
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の
本
義
と
す
る
と
い
う
説
を
擧
げ
、
裘
氏
は
こ
れ
に
対
し
、
周
法
高
の
「
害
」
は

元
々
下
部
が
器
形
、
上
部
が
蓋
の
形
を
そ
れ
ぞ
れ
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
會
」・

「
蓋
」
等
の
音
義
と
近
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
に
賛
同
す
る
。
そ
し
て
『
説

文
解
字
』
が
、「
害
」
の
假
借
義
で
あ
る
「
傷
」
を
本
義
と
誤
認
し
た
の
だ
と
述

べ
る
。
そ
し
て
「

（

）」
字
に
「
害
」
音
が
あ
り
、
そ
の
字
形
も
人
の
足
を

爬
蟲
類
が
咬
む
と
い
う
事
象
を
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
傷
害
」
の

義
と
合
致
す
る
た
め
、
ま
さ
し
く
「

（

）」
字
こ
そ
傷
害
の
「
害
」
の
本
字

で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
後
世
の
用
字
習
慣
で
、
假
借
字
の
「
害
」
を
傷

害
の
意
味
を
表
す
た
め
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、「

」
の
使
用
が
廃
れ
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

甲
骨
卜
辭
に
「

」
字
を
動
詞
・
名
詞
の
二
通
り
の
用
法
が
あ
る
と
し
、
意
味

は
雙
方
と
も
「

（
祟
）」
字
と
近
く
、「
害
」
の
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
十
分

適
合
的
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
上
述
の
羅
振
玉
説
を
引
き
、
羅
氏
が
古
代
の
成

語
と
す
る
「
無
它
」
に
つ
い
て
、
動
詞
と
し
て
「
它
」
を
使
用
す
る
用
法
が
傳
世

文
獻
に
見
え
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
で
裘
氏
は
、「

」
を
「
害
」
の
意

味
で
使
用
す
る
用
法
に
着
目
し
、「
它
」
を
「

」
の
誤
釋
で
あ
る
と
す
れ
ば
全

て
合
理
的
に
解
決
さ
れ
る
と
し
、『
詩
』

風
／
泉
水
・
二
子
乘
舟
に
「
有
害
」

の
語
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
更
に
『
書
』
金
縢
に
卜
筮
關
連
の
語
と
し
て
「
罔

害
」
の
語
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
甲
骨
文
の
「
亡

（
害
）」
の
こ
と
で
あ

る
と
す
る
。

次
い
で
甲
骨
卜
辭
中
「

」
の
用
法
を
擧
げ
、「

」
が
「
虫
」
に
な
っ
て
い

る
事
例
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
裘
氏
は
、「
虫
」
は
誤
字
で
は
な
く
、
音
の
近
似

に
よ
る
借
用
で
は
な
い
か
と
す
る
。
上
古
の
時
代
爬
蟲
類
の
咬
害
の
被
害
は
甚
大

で
あ
り
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
「
虫
」
か
ら
派
生
し
た
字
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
と
し
、「
虫
」
を
「

」
の
意
味
で
使
用
す
る
用
法
は
ま
っ
た
く
不
自
然
で
は

な
い
と
指
摘
す
る
。

ま
た
別
に
、
甲
骨
卜
辭
で
「

」
を
「
彳
」
に
從
う
字
で
書
か
れ
る
例
を
擧
げ

る
。
こ
の
字
は
殷
代
の
金
文
に
も
見
ら
れ
、
西
周
に
も
當
該
字
の
派
生
し
た
字
形

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
字
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
人
が
蟲
や

爬
蟲
類
の
咬
害
に
遭
う
の
は
、
大
抵
が
道
を
歩
く
と
き
で
あ
り
、「

」
字
は

「

」
の
繁
體
で
あ
る
と
す
る
先
人
の
説
が
妥
當
で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
し
て

こ
の
字
は
小
篆
の
「
𨘇
」
の
初
文
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

最
後
に
、
金
文
に
見
え
る
い
く
つ
か
の
「

」
か
ら
派
生
し
た
字
形
を
共
有
す

る
字
の
解
釋
に
つ
い
て
事
例
を
擧
げ
て
結
び
と
す
る
。

提
要
者
コ
メ
ン
ト
：
當
該
字
に
つ
い
て
は
『
説
文
解
字
』
に
從
っ
た
「

」
の

項
目
に
収
錄
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
（
李
學
金
編
『
字
源
』・
李
圃
主
編
『
古

文
字
詁
林
』
中
央
研
究
院
「
小
學
堂
」
等
）、『
字
源
』
や
「
小
學
堂
」
の
よ
う
に
、

「

」
を
原
義
或
い
は
別
字
形
と
し
て
扱
い
、
ま
た
字
義
と
字
形
變
遷
の
解
説
も

本
論
に
從
っ
て
書
か
れ
る
な
ど
、裘
説
は
現
在
有
力
な
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

（
山
田
崇
仁
）

「
釋
殷
墟
卜
辭
中
的
〝
卒
〞
和
〝

〞」

初
出
は
『
中
原
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
三
期
。
甲
骨
文
に
お
い
て
從
來
「
衣
」

と
釋
さ
れ
て
き
た
字
は
、
祭
祀
卜
辭
で
は
「
殷
祭
」
の
「
殷
」
と
釋
讀
さ
れ
、
あ

る
い
は
田
獵
卜
辭
で
は
地
名
の
用
例
で
は
「
殷
」、「
衣
逐
」
の
用
例
で
は
「
衣
」

字
を
「
殷
」
と
釋
し
て
「
合
」
の
意
と
す
る
な
ど
、「
殷
」
字
と
し
て
釋
讀
さ
れ
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て
き
た
が
、辭
義
の
面
で
疑
問
が
生
じ
、新
た
な
釋
讀
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
問
題
提
起
す
る
。
つ
い
で
唐
蘭
「
伯

三
器
銘
文
的
釋
文
和
考
釋
」（『
文
物
』

一
九
七
六
年
第
六
期
）
注
一
〇
に
見
え
る
「
衣
」
字
を
「
卒
」
と
釋
し
、「
完
畢
」

の
意
と
す
る
説
を
紹
介
し
、
李
學
勤
が
こ
の
説
に
同
意
し
、
甲
骨
文
の
「
衣
逐
」

を
「
卒
逐
」
と
釋
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
は
、
極
め
て
啓
發
性
に
富
む
意
見
で

あ
る
と
い
う
（
李
學
勤
は
「
卒
」
字
に
關
し
て
「
多
友
鼎
的
〝
卒
〞
字
及
其
他
」（『
新

出
靑
銅
器
研
究
（
增
訂
版
）』、
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
。
初
版

一
九
九
〇
年
）
を
發
表
し
て
い
る
）。
こ
う
し
た
指
摘
を
ふ
ま
え
、
裘
氏
は
甲
骨

文
中
の
「
衣
」
字
は
、
一
部
の
辭
義
が
不
明
な
文
例
を
除
き
、「
卒
」
と
釋
讀
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
と
前
後
し
て
李
學
勤
も
同
じ

意
見
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
甲
骨
文
に
は
更
に
「
衣
」
に
從
い
「
聿
」

に
從
う
「
𧙻
」
字
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
論
じ
る
よ
う
に
「
卒
」
の
異
體
で
あ

る
と
す
る
（
以
下
、
各
字
形
に
つ
い
て
は
末
尾
の
「
參
考
圖
版
」
を
參
照
）。

こ
の
論
文
は
以
下
、
甲
骨
文
中
の
「
卒
」「
𧙻
」
字
の
字
形
と
用
例
の
二
つ
の

方
向
か
ら
分
析
す
る
。
字
形
に
關
し
て
は
、
ま
ず
最
初
に
寫
法
が
古
文
字
一
般
の

「
衣
」
字
と
合
う
も
の
を
「
衣
a
」
と
し
、
下
部
の
末
端
に
鉤
の
よ
う
な
「
尾
」

が
あ
る
も
の
を
「
衣
b
」
と
設
定
す
る
。
そ
し
て
後
者
の
字
形
は
、
更
に
「
尾
」

が
下
に
垂
れ
て
い
る
も
の
や
斜
め
に
出
て
い
る
も
の
、
平
出
し
て
い
る
も
の
（
鉤

に
な
っ
て
い
な
い
も
の
）
も
含
ま
れ
る
と
す
る
。
金
文
な
ど
古
文
字
中
に
は
別
に

「
卒
」
字
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
「
衣
b
」
か
ら
變
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ

る
と
位
置
づ
け
る
。
以
下
は
甲
骨
文
の
字
形
に
つ
い
て
の
話
と
な
る
。「
衣
」
の

形
の
中
に
交
叉
綫
を
加
え
る
「
卒
」
字
は

組
の
ほ
か
主
に
賓
組
卜
辭
に
見
え
る

が
、
武
丁
の
後
の
卜
辭
に
は
見
え
な
く
な
り
、「
衣
b
」
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
黄
組
卜
辭
に
は
「
衣
a
」
の
字
形
の
み
が
存
在
し
、「
衣
b
」
が
見

ら
れ
な
い
が
、
そ
の
用
法
は
他
組
の
「
衣
b
」
と
同
樣
で
あ
り
、
や
は
り
「
卒
」

と
釋
さ
れ
る
。
こ
の
「
衣
a
」
の
字
形
で
「
衣
b
」
を
表
す
現
象
は
、金
文
で
「
衣
」

字
で
「
卒
」
を
表
す
由
來
と
な
る
も
の
で
、
周
原
甲
骨
（
H
一
一
：
三
）
に
も
そ

の
辭
例
が
確
認
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
議
論
を
ふ
ま
え
、「
衣
b
」
は
最
初

は
「
衣
」
字
の
異
體
で
あ
っ
た
の
が
、
後
に
「
卒
」
を
表
す
專
用
の
字
形
に
な
っ

た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
と
す
る
。
一
方
の
「
𧙻
」
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
用

法
が
「
衣
b
」
と
類
似
し
て
お
り
、そ
の
示
す
と
こ
ろ
は
同
一
の
詞
で
あ
り
、「
𧙻
」

は
「
卒
」
字
の
異
體
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
聲
の
「
聿
」
と
「
卒
」
と
は
、
上
古

音
で
は
と
も
に
物
部
に
屬
し
、「
聿
」
は
以
母
で
「
卒
」
は
精
母
だ
が
、
以
母
の

字
が
精
母
の
字
と
諧
す
る
の
は
、
古
代
に
多
く
そ
の
例
が
あ
る
と
し
、
兩
聲
が
音

通
す
る
こ
と
を
示
す
。

つ
い
で
辭
例
の
分
析
に
移
る
。
こ
こ
で
は
「
衣
b
」
と
「
𧙻
」
の
辭
例
を
主
な

分
析
對
象
と
す
る
。
た
と
え
ば
「
于

衣
b
、

彡
」【

衣
おb

は
る
に
于お

よ

び
、

彡
に

お
よ

ば
ん
か
】（

祭
が
終
わ
っ
た
後
に
彡
祭
を
開
始
す
る
）
の
よ
う
な
例
と
、

「
于
彡
𧙻

先
」【
彡
𧙻お

は
る
に
于
び

こ

れ

を
先
に
せ
ん
か
】、「

衣
a
翌
日

歩
」【

れ
翌
日
を
衣

おa
へ
て
歩
す
】
な
ど
の
例
を
比
較
し
、「
衣
b
」
と
「
𧙻
」、

あ
る
い
は
「
衣
a
」
が
同
樣
の
辭
例
の
中
で
同
じ
用
法
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
り
、「
于
翌
日
𧙻
廼
𠦪
又
大
乙
」【
翌
日
𧙻
は
る
に
于
び
廼
ち
𠦪い

の

り
て
大

乙
に
又
す
】、「
王
衣
b
祀
廼
出
」【
王
、
祀
を
衣
b
へ
る
に
廼
ち
出
で
ん
か
】
の

よ
う
な
辭
例
を
、
傳
世
文
獻
の
『
禮
記
』
曲
禮
上
に
見
え
る
「
卒
哭
乃
諱
」【
哭

を
卒
へ
て
乃
ち
諱
す
】と
比
較
す
る
と
い
っ
た
具
合
に
、樣
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
用
い
ら
れ
る
「
衣
b
」「
衣
a
」「
𧙻
」
を
「
卒
」
と
釋
し
て
問
題
が
な
い
か
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ど
う
か
を
驗
證
し
て
い
く
。
そ
の
ほ
か
に
も
「
允
衣
b
」
の
よ
う
に
驗
辭
中
に
用

い
ら
れ
る
例
、「
卒
至
于
多
毓
」「
卒
茲
月
」「
卒
日
」「
卒
入
」
な
ど
の
用
法
に
つ

い
て
驗
證
し
て
い
る
が
、
冒
頭
で
話
題
に
し
た
「
卒
逐
」
に
つ
い
て
は
、
黄
組
田

獵
卜
辭
に
は
「
衣
a
逐
」
が
常
見
し
、「
卒
逐
、
亡
災
」
の
よ
う
な
辭
例
は
、「
逐

獸
の
こ
と
が
完
成
し
、
災
害
が
な
い
」「
逐
獸
の
こ
と
が
終
わ
れ
ば
災
害
が
あ
る

は
ず
が
な
い
」
の
意
で
あ
る
こ
と
、
ほ
か
に
「
逐
」
字
を
脱
す
る
例
や
、
何
組
卜

辭
の
「
衣
b
豕
亡
災
」
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
て
い
る
。

最
後
に
西
周
金
文
中
の
「
卒
」
と
釋
讀
す
べ
き
「
衣
」
字
に
つ
い
て
述
べ
る
。

大
豐
簋
（
集
成4261

）
に
は
「
王
衣
祀
于
王
丕
顯
考
文
王
、
事
喜
上
帝
」「
丕
顯

王
作

、
丕
㣈
王
作
庸
、
丕
克
訖
（
？
）
衣
王
祀
」
と
、
二
箇
所
で
「
衣
」
字
が

見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
「
卒
」
と
釋
讀
す
べ
き
で
あ
り
、「
王
衣
（
卒
）

祀
于
王
丕
顯
考
文
王
」は「
王
が
文
王
に
對
す
る
祭
祀
を
終
え
た
」、「
丕
克
訖（
？
）

衣
（
卒
）
王
祀
」
は
「
大
い
に
克
く
王
の
祭
祀
を
終
え
た
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
。

更
に
末
尾
に
「
補
記
」
を
加
え
、「
初
」
字
は
「
衣
」
に
從
い
「
刀
」
に
從
う

會
意
の
字
で
は
な
い
か
、
衣
服
を
縫
製
す
る
過
程
の
中
で
、
布
の
裁
斷
が
最
初
の

工
程
と
な
り
、「
卒
」
字
の
本
義
と
對
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
提

示
す
る
。
そ
し
て
「
卒
」
の
本
義
は
「
士
卒
」
で
は
な
く
「
終
卒
」
の
意
で
あ
り
、

「
衣
」
に
交
叉
綫
を
加
え
る
形
は
、
お
そ
ら
く
交
叉
綫
を
通
す
こ
と
が
衣
服
の
縫

製
が
完
了
し
た
こ
と
を
示
す
と
す
る
。
下
部
が
上
に
は
ね
た
鉤
型
の「
尾
」に
な
っ

て
い
る
「
卒
」
は
、
も
し
本
來
「
衣
」
字
の
異
體
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
字

形
は
お
そ
ら
く
衣
服
が
既
に
縫
製
し
終
え
て
折
り
疊
み
が
で
き
る
と
い
う
意
味
を

示
し
て
い
る
と
す
る
。

參
考
圖
版

（
佐
藤
信
弥
）

「
從
殷
墟
卜
辭
的
〝
王
占
曰
〞
説
到
上
古
漢
語
的
宵
談
對
轉
」

附
論
一　

説
〝

〞

附
論
二　

釋
甲
骨
文
的
〝

〞
字

原
載
は
『
中
國
語
文
』
二
〇
〇
二
年
一
期
。
附
し
た
二
編
は
そ
れ
に
先
立
つ
小

論
で
あ
り
、
文
中
に
引
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
原
載
は
、『
古
文
字
論
集
』（
中
華

書
局
、
一
九
九
二
年
）
と
、『
第
三
届
國
際
中
國
古
文
字
學
研
討
會
論
文
集
』（
香

①衣ａ

②衣ｂ

③交叉綫のある卒

④𧙻

⑤小篆と金文の卒

①～④は『新甲骨文編（增訂本）』、四九九～五〇一頁、
⑤『金文編（第四版）』、五八七頁より。
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港
中
文
大
學
中
文
系
、
一
九
九
七
年
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
文
は
、「
𡆥
」
類
の
字
形
を
〈
占
〉〈
兆
〉〈
繇
〉〈
憂
〉
等
の
語
に

解
釋
す
る
の
は
、「
宵
談
對
轉
」
で
說
明
で
き
る
と
す
る
。
對
轉
と
は
、
韻
尾
の

交
替
に
よ
り
、
派
生
語
や
い
わ
ゆ
る
同
族
語
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
補
足

し
た
表
①
「
上
古
音
韻
部
表
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。
表
の
三
段
目
に
あ
る
宵
部
に

對
應
す
る
陽
聲
韻
部
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
最
下
段
の
「*-m

」
韻
尾
の
侵
部
・
談

部
に
對
應
す
る
陰
聲
韻
部
も
空
欄
で
あ
る
。
上
古
音
早
期
に
お
い
て
こ
の
宵
部
と

談
部
と
が
對
轉
す
る
と
い
う
の
が
、
宵
談
對
轉
說
で
あ
る
。

以
下
〔 

〕
内
は
筆
者
の
補
注
で
あ
る
。

裘
氏
は
ま
ず
、
甲
骨
文
の
占
辭
〔
吉
凶
判
断
を
記
し
た
部
分
・
繇
辭
と
も
い
う
〕

に
頻
見
す
る
〝
王
占
曰
〞
の
類
の
「
占
」
に
あ
た
る
字
は
、
貞
人
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
字
形
が
異
な
り
、「

・
𡆥
・

・

」
等
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
一
の
語
を

表
し
、「
占
」
と
釋
す
る
の
が
正
し
い
こ
と
を
い
う
。

次
に
、
こ
の
字
が
別
の
文
脈
で
は
、「
繇
・
憂
」
と
も
釋
せ
る
こ
と
を
い
う
。

自
身
の
先
行
論
文
、「
說
〝
𡆥
〞」（
附
論
一
）
に
お
い
て
、「

」
を
「
繇
」
と 

釋
讀
し
、
同
時
に
「
有
𡆥
」「
亡
𡆥
」
の
「
𡆥
」
を
「
憂
」
と
釋
讀
し
た
こ
と
を

述
べ
る
。

續
い
て
、周
原
甲
骨
文
の
「
𠧙
」
字
に
つ
い
て
の
考
釋
（
附
論
二
）
を
引
き
、「
繇
」

と
「
兆
」
の
關
係
を
述
べ
る
。
つ
ま
り
そ
の
發
端
の
辭
「
𠧙
曰
」
の
「
𠧙
」
字
は
、

「
𠧞
」
の
異
體
字
と
看
做
す
べ
き
で
あ
り
、「
𠧙
曰
」
は
占
辭
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
屯

南
』2688

號
卜
骨
上
の
二
つ
の
「
𡆥
」
字
は
、「
兆
」
の
表
意
の
初
文
で
あ
り
、「
𠧙
」

「
𠧞
」
は
と
も
に
そ
の
後
起
の
形
聲
字
で
あ
り
、「
兆
」
字
が
金
石
篆
文
中
で
は

「

」〔
川
の
兩
側
に
足
形
〕
と
書
か
れ
、
決
し
て
卜
兆
の
よ
う
な
形
で
は
な
い

の
で
、
卜
兆
の
「
兆
」
に
用
い
る
の
は
、
假
借
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
、「

・

」
が
「
𡆥
」（
兆
）
と
「
口
」
に
从
っ
て
お
り
、「
占
」
字
が
「
卜
」
と
「
口
」

に
从
う
の
と
、
同
意
で
あ
り
、
繇
辭
の
「
繇
」
の
本
字
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
上

古
音
で
「
繇
」
は
幽
部
、「
兆
」
は
宵
部
に
屬
し
、
こ
の
二
部
は
音
が
近
く
、
幽

部
と
宵
部
が
通
假
す
る
例
は
多
い
の
で
、
殷
墟
卜
辭
で
時
に
「
𡆥
」（
兆
）
を

「

」（
繇
）
と
す
る
の
は
、音
理
に
お
い
て
決
し
て
不
合
理
で
は
な
く
、「

」（
繇
）

は
お
そ
ら
く
「
𡆥
」（
兆
）
か
ら
派
生
し
た
語
で
あ
ろ
う
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

表①「上古音韻母表」　郭錫良『漢字古音手册（增訂本）』（例言 p.5）
による　王力『漢語史稿』（p.61 ～ 63）に基づく
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以
上
を
う
け
て
、「
占
」（
談
部
）
と
「
繇
」（
幽
部
。
宵
部
と
通
じ
る
）・「
兆
」

（
宵
部
）
が
通
じ
る
こ
と
は
「
宵
談
對
轉
說
」
で
說
明
で
き
る
と
し
て
以
下
の
論

を
進
め
て
い
る
。
な
お
、「
王

曰
」
の
「

」
は
動
詞
で
あ
り
、
占
卜
と
關
係

す
る
「
繇
」
字
は
古
書
の
中
で
は
名
詞
で
あ
る
こ
と
を
補
足
し
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、「
兆
」（
定
母
宵
部
）
と
「
占
」（
章
母
談
部
）
の
音
が
近
い
こ

と
を
論
じ
て
い
る
。
中
古
音
で
は
、
と
も
に
開
口
三
等
字
。
上
古
音
の
章
母
と
端

母
、
お
よ
び
端
母
と
定
母
の
關
係
は
密
切
で
あ
る
。
宵
談
對
轉
說
に
よ
り
、「
兆
」

と
「
占
」
は
聲
母
が
近
く
、
韻
母
に
も
陰
陽
對
轉
關
係
が
あ
る
字
で
あ
る
。「
占
」

の
意
味
は
、兆
象
を
根
據
に
し
て
吉
凶
に
對
し
て
判
斷
す
る
こ
と
で
、そ
れ
は「
兆
」

か
ら
派
生
し
た
語
の
は
ず
で
あ
る
。
次
に
、「
𡆥
」（
兆
）
と
相
い
通
じ
る
「

・

」
字
は
、「
口
に
从
い
𡆥
（
兆
）
に
从
い
、
𡆥
亦
た
聲
」
と
分
析
で
き
、
こ
の

字
を
「
占
」
と
釋
し
た
の
は
全
く
理
に
適
っ
て
お
り
、前
人
の
釋
讀
は
決
し
て
誤
っ

て
は
い
な
い
と
す
る
。
ま
た
占
辭
の
意
味
の
「
繇
」
は
、「
兆
」・「
占
」
と
同
族

詞
で
あ
る
が
、「
王

曰
」
の
「

」
は
、「
繇
」
と
釋
す
る
よ
り
も
、「
占
」
と 

釋
す
る
方
が
確
か
に
理
に
適
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
一
般
に
宵
談
對
轉
は
『
詩
經
』
時
代
よ
り
前
の
語
音
現
象
と
看
做
さ

れ
て
い
る
が
、
各
家
が
舉
げ
る
そ
の
例
證
は
、
明
ら
か
に
『
詩
經
』
時
代
よ
り
早

い
も
の
は
な
い
の
で
、
殷
墟
卜
辭
に
反
映
さ
れ
た
こ
の
「
兆
占
對
轉
」
の
現
象
は

重
要
な
意
義
を
持
つ
と
す
る
。

次
に
、
宵
談
對
轉
說
の
第
二
例
と
し
て
、
あ
る
「
兆
」（
定
母
宵
部
）
聲
に
从

う
字
の
中
に
「
涉
」（
禪
母
葉
部
＝
談
部
入
聲
）
に
从
う
書
き
方
が
あ
る
こ
と
を

擧
げ
る
。

西
周
金
文
中
に
女
姓
に
用
い
ら
れ
る
形
聲
字
〔

等
〕
が
あ
り
、形
旁
が
「
女
」

で
、聲
旁
は
一
條
の
曲
線
を
主
幹
と
し
、兩
邊
に
そ
れ
ぞ
れ
「
止
」
形
の
字
が
あ
っ

て
、
書
き
方
は
〈
散
氏
盤
〉
の
「
涉
」〔

〕
字
の
右
旁
と
同
じ
で
あ
る
。
甲
骨

文
の
「
涉
」〔

〕
字
は
二
つ
の
「
止
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
水
」
の
兩
邊
に
あ
る
形

で
、「
水
」
形
は
多
く
が
簡
化
さ
れ
て
一
條
の
曲
線
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
擧
げ

た
女
姓
と
す
る
字
〔

等
〕
は
、
も
と
「
姚
」
と
釋
さ
れ
た
が
、『
金
文
編
』

の
新
版
で
は
根
據
な
し
と
し
て
未
識
字
と
し
て
い
る
。
し
か
し
發
見
さ
れ
た
戰
國

楚
簡
帛
文
字
の
中
で
、
長
沙
帛
書
と
包
山
簡
の
「
逃
」〔

〕
字
、
お
よ
び
郭
店

『
老
子
』
簡
の
甲
組
中
で
「
兆
」
に
借
さ
れ
た
「

」〔

〕
字
と
、「
盜
」
に
借

さ
れ
た
「

」〔

〕
字
は
、
そ
の
聲
旁
の
書
き
方
が
と
も
に
上
に
舉
げ
た
金
文

の
「
女
」
に
从
う
字
〔

等
〕
の
聲
旁
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の

字
を
「
姚
」
と
釋
し
た
の
は
正
し
い
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
根
據
と
し
て
、「
兆
」（
定
母
宵
部
）
と
「
涉
」（
禪
母
葉
部
=
談
部
入
聲
）

の
古
音
が
近
い
こ
と
を
い
う
。
中
古
音
で
は
、
二
者
と
も
に
開
口
三
等
字
。
禪
母

の
上
古
音
と
定
母
は
極
め
て
近
く
〔
と
も
に
舌
音
。
表
②
「
上
古
音
聲
母
表
」
参

照
〕、
宵
談
對
轉
說
に
從
い
、
韻
母
に
も
陰
入
對
轉
關
係
が
あ
る
字
で
あ
り
、
そ

れ
故
に
二
者
は
聲
旁
に
よ
り
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。

三
例
目
と
し
て
、「
盜
」（
定
母
宵
部
）
字
が
、古
書
の
中
で
「
纖
」（
心
母
談
部
）

と
通
じ
る
例
を
擧
げ
る
。
周
の
穆
王
八
駿
中
の「
盜
驪
」（『
穆
天
子
傳
』卷
四
・『
列

子
』
周
穆
王
）
を
、『
荀
子
』
性
惡
で
は
「
纖
離
」
と
稱
し
て
お
り
、
楊
倞
は
「
纖

離
即
ち
『
列
子
』
の
盜
驪
也
」
と
注
し
て
い
る
。
心
母
と
定
母
と
が
形
聲
字
の
中

で
相
い
諧
す
る
例
と
し
て
、「
肖
」（
心
母
）
と
「
趙
」（
定
母
）、「
屖
・
犀
」（
心
母
）

と
「
墀
（
墀
）・
遲
（
遲
）・
秜
（
樨
）」（
定
母
）
を
擧
げ
る
。「
盜
」
と
「
纖
」

は
宵
談
對
轉
の
關
係
で
あ
り
、
楚
簡
で
「
涉
」
聲
に
从
う
字
を
假
借
し
て
「
盜
」
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と
す
る
こ
と
の
證
據
に
な
る
と
い
う
。

一
般
に
『
詩
經
』
時
代
よ
り
前
の
現
象
と
看
做
さ
れ
て
い
る
こ
の
宵
談
對
轉
が

楚
簡
に
見
え
る
の
は
、
戰
國
時
代
の
楚
に
お
い
て
形
聲
字
の
舊
字
形
を
沿
用
し
て

い
た
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
談
部
と
對
應
す
る
陰
聲
字
が
後
の
宵
部
字
と
な
る

變
化
が
、
當
時
の
楚
方
言
中
で
は
な
お
未
完
成
で
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
と

述
べ
る
。

宵
談
對
轉
説
の
次
に
、「
説
〝
𡆥
〞」（
附
論
一
）
で
述
べ
た
殷
墟
卜
辭
中
の
「
有

𡆥
」「
無
𡆥
」
の
「
𡆥
」
を
「
憂
」
と
讀
む
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

「
𡆥
」
は
卜
兆
の
「
兆
」（
定
母
宵
部
）
の
本
字
と
し
、「
憂
」（
影
母
幽
部
）
の

字
で
あ
る
。
中
古
音
で
は
、
二
者
と
も
に
開
口
三
等
字
、
宵
部
と
幽
部
は
音
が
近

い
鄰
部
で
あ
り
、
關
係
は
極
め
て
密
切
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
周
原
卜
辭
「
𠧙
」

字
に
關
す
る
文
（
附
論
二
）
中
で
す
で
に
言
及
し
た
。
さ
ら
に
「
兆
」
聲
に
从
う

字
の
幽
部
字
と
通
ず
る
例
と
し
て
、『
古
字
通
假
會
典
』
の
、「
𣂁
」
が
「
鍬
」
に

通
じ
、「
窕
」
が
「
悠
」
に
通
じ
る
例
を
擧
げ
る
。

續
い
て
、
影
母
と
定
母
の
距
離
に
つ
い
て
論
じ
て
、
ま
ず
「
影
定
諧
聲
」
の
例

と
し
て
、
定
母
の
「

」（
直
立
切
）
が
影
母
の
「
邑
」
を
聲
旁
と
し
て
い
る
こ

と
を
い
う
。
さ
ら
に
出
土
文
字
資
料
か
ら
看
て
、「
憂
」
字
が
「
舌
齒
音
」
字
と

か
な
り
密
切
な
關
係
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。

今
本
『
周
易
』
否
卦
六
三
爻
辭
の
「
包
羞
」
の
「
羞
」（
心
母
）
を
、
馬
王
堆

帛
書
本
は
「
憂
」
に
作
る
。「
憂
」
の
本
字
は
「
𢝊
」
で
あ
り
、
楚
簡
中
の
「
𢝊
」

字
に
は
數
種
の
書
き
方
が
あ
っ
て
、「

」
と
隸
定
さ
れ
る
字
形
に
つ
い
て
の
李

運
富
に
よ
る
以
下
の
指
摘
を
引
用
し
て
い
る
。

「

」
は
實
は
「

」
に
从
う
も
の
で
あ
り
、「

」
は
本
は
簟
席
の
形
を
象
る
、

「

」
は
「
宿
」
の
異
體
字
（
字
中
の
「
百
」
は
「

」
の
隸
變
）
で
あ
り
、「
宿
」

は
幽
部
入
聲
と
幽
部
と
の
兩
讀
で
、「
憂
」
と
同
部
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
古
文
字

中
の
「
首
」
と
「
頁
」
し
ば
し
ば
分
れ
ず
、
音
義
が
分
化
し
た
の
は
後
の
事
で
あ

表②「上古音聲母表」　郭錫良『漢字古音手册』（增訂本）例言（p.4）による
王力『漢語史稿』による 32 声母とその擬音に基づく
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る
。「
首
」
も
ま
た
幽
部
の
字
で
あ
り
、「
𢝊
」
が
从
う
「
頁
」（
首
）
も
ま
た
聲

旁
で
あ
ろ
う
。

こ
の
意
見
は
道
理
が
あ
る
と
し
て
、「
宿
」
は
心
母
の
字
、「
首
」
は
書
母
の
字

で
あ
る
〔
表
②
「
上
古
音
聲
母
表
」
を
参
照
〕
こ
と
を
付
け
加
え
、「

」
は
韻

書
に
、「
他
念
」「
他
點
」
の
二
切
が
あ
り
、透
母
侵
部
の
字
で
あ
り
、侵
部
と
「
𢝊
」

が
屬
す
る
幽
部
は
對
轉
關
係
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
故
に
、
唐
蘭
が
「

」
は
實

は
「
簟
」（
定
母
侵
部
）
の
初
文
で
あ
る
と
看
做
し
て
い
る
の
は
信
じ
ら
れ
る
と

補
足
す
る
。

最
後
に
、「
𢝊
」（
憂
）
字
の
異
文
と
諧
聲
情
況
か
ら
看
て
、定
母
字
の
「
𡆥
」（
兆
）

を
「
憂
」
と
讀
む
の
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、し
か
し
「
𡆥
」
を
「
憂
」
と
讀
む
の
は
、

や
は
り
確
實
な
證
據
が
缺
け
て
い
て
、「
有
𡆥
」「
亡
𡆥
」
な
ど
の
卜
辭
中
の
「
𡆥
」

が
畢
竟
ど
ん
な
字
に
讀
む
べ
き
か
は
、
や
は
り
引
き
續
き
深
く
研
究
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
結
ん
で
い
る
。

（
村
上
幸
造
）

「
甲
骨
文
中
的
見
與
視
」

標
題
論
文
は
、
そ
れ
ま
で
同
一
視
さ
れ
て
い
た
甲
骨
文
の
「

」
と
「

」
に

つ
い
て
、
前
者
が
「
見
」、
後
者
が
「
視
」
と
し
て
區
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
、
戰
國
楚
文
字
（
郭
店
楚
簡
）
よ
り
立
證
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
初
出

は
一
九
九
九
年
の
『
甲
骨
文
發
現
一
百
周
年
學
術
硏
討
會
論
文
集
』（
文
史
哲
出

版
社
）
で
あ
り
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
に
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究

中
心
網
站
（http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/W
eb/Show

/432

）
に
て
訂
補

版
が
公
開
さ
れ
た
。

殷
墟
甲
骨
文
中
に
見
え
る
、「
目
」
の
下
に
跪
坐
し
て
い
る
人
形
を
添
え
た

「

」
字
と
、「
目
」
の
下
に
直
立
し
て
い
る
人
形
を
添
え
た
「

」
字
は
、『
甲

骨
文
編
』（
一
九
三
四
年
）
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
從
前
は
共
に
「
見
」
と

解
釋
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
張
桂
光
氏
が
、
初
め
て
二
者
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
字
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、「

」
が
「
見
」、「

」
は
「

」
の

異
文
で
「
望
（
𦣠
）」
と
釋
す
る
の
が
妥
當
だ
と
の
見
解
を
示
し
た
（「
古
文
字
考

釋
四
則
」『
華
南
師
院
學
報
（
社
會
科
學
）』
一
九
八
二
年
第
四
期
）。
裘
錫
圭
氏

は
「

」「

」
を
區
別
し
た
點
に
は
贊
意
を
示
す
一
方
で
、「

」
を
「
望
（
𦣠
）」

と
釋
し
た
點
は
成
立
し
が
た
い
と
批
判
す
る
。
で
は
、「

」
は
一
體
い
か
な
る

字
な
の
だ
ろ
う
か
。
裘
氏
は
、
一
九
九
九
年
當
時
新
出
の
郭
店
楚
簡
が
そ
の
重
要

な
手
掛
か
り
を
與
え
て
く
れ
る
と
い
う
。

郭
店
楚
簡
の
整
理
者
は
、
竹
簡
本
『
老
子
』
を
考
釋
し
た
際
に
、
上
部
が
「
目
」

に
從
い
下
部
が
立
人
と
な
っ
て
い
る
「

」
が
「
視
」
字
に
相
當
す
る
こ
と
と
、

簡
文
の
「

」
が
「
見
」
字
に
相
當
し
、
兩
者
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

氣
づ
い
た
（『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
一
一
四
頁
）。
た

と
え
ば
、
今
本
『
老
子
』
第
三
十
五
章
に
當
た
る
「
視
之
不
足
見
（
之
を
視
る
も

見
る
に
足
ら
ず
）」
を
、
竹
簡
本
は
次
の
よ
う
に
作
る
。

之
不
足

（
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
丙
本
五
號
簡
）

「
見（

）」の
こ
の
種
の
寫
法
は
楚
文
字
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、「
視（

）」

の
方
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
包
山
楚
簡
に
お
い
て
「

日
」
と
い
う
官

名
が
見
え
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
「

日
」
も
從
來
は
「
見
日
」
と
釋
さ
れ
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文
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獻
提
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一
五
六

て
い
た
が
、裘
氏
は
郭
店
楚
簡
に
よ
っ
て
「
視
日
」
と
釋
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、

そ
の
傍
證
と
し
て
『
史
記
』
陳
渉
世
家
の
「
周
文
、
陳
之
賢
人
也
。
嘗
爲
項
燕
軍

視
日
（
周
文
は
陳
の
賢
人
な
り
。
嘗
て
項
燕
軍
の
視
日
と
爲
る
）」
を
例
示
す
る
。

か
く
し
て
裘
錫
圭
氏
は
、
郭
店
楚
簡
の
立
人
に
從
う
「

」
字
を
一
貫
し
て
、
甲

骨
文
の
「

」
字
を
「
視
」
と
釋
し
、
の
ち
の
形
聲
字
「
視
」
の
表
意
初
文
で
あ

る
と
提
起
し
た
。

次
い
で
裘
氏
は
、「
視
」
の
表
意
初
文
の
用
字
に
つ
い
て
、
甲
骨
文
・
西
周
金
文
・

戰
國
文
字
と
時
系
列
に
追
っ
て
い
く
。

貞
、

人
五
千
、
乎
（
呼
）
視
𢀛
方
。（
合
集06167

）

貞
、
乎
視
𢀛
、

。（
合
集06193

）

丁
未
卜
、
貞
、
令
立
視
方
。
一
月
。（
合
集06742

）

…
…
視
方
于
罙
（
？
）。（
合
集06747

）

貞
、
乎
登
視
戎
。（
合
集07384

）

勿
乎
視
戎
。（
合
集07745

）

ま
ず
卜
辭
に
つ
い
て
は
、
右
に
列
擧
し
た
「
視
」
字
が
、『
左
傳
』
に
出
て
く

る
「
視
師
」（
僖
公
十
五
年
・
哀
公
二
十
三
年
）
の
「
視
」
と
意
味
が
近
く
、
戰

鬭
前
の
敵
情
視
察
の
意
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。た
だ
、卜
辭
の「
視
𡳿

（
師
）」

（
合
集17055

・
合
集05805

）
に
お
け
る
「
𡳿

」
は
敵
対
勢
力
で
は
な
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
『
尚
書
』
文
侯
之
命
の
「
視
爾
師
（
爾な

ん
じの

師
を
視
よ
）」
の
「
視
」

と
意
味
が
近
い
と
い
う
。

西
周
金
文
に
な
る
と
、
早
く
も
「
見
」
に
從
い
「
氏
」
聲
の
「
眂
（
視
）」
字

が
出
現
す
る
が
（
筆
者
注
：
𣄰
尊
「

」
や
員
方
鼎
「

」
か
）、「
視
」
の
表
意

初
文
は
依
然
と
し
て
常
用
さ
れ
る
。

方

亡
不
𢦚
視
。（
牆
盤
：
集
成10175

）

王
命
益
公
征
眉
敖
。
益
公
至
告
、
二
月
眉
敖
至
視
、
獻

（

伯
簋
：
集

成04331

）

眉
敖
者
膚
卓
吏
（
使
）
視
于
王
、
王
大
黹
。（
九
年
衞
鼎
：
集
成02831

）

孳
廼
遣
間
來
逆
卲
王
、
南
夷
・
東
夷
具
視
廿
又
六
邦
。（

鐘
：
集
成

00260

）

南
仲
邦
父
命
駒
父
簋
南
諸
侯
、
率
高
父
視
南
淮
夷
、
厥
取
厥
服
、
堇
夷
俗
、

㒸
（
？
）
不
敢
不
敬
（
？
）
畏
王
命
、逆
視
我
、厥
獻
厥
服
。（
駒
父

蓋
：

集
成04464

）

右
の
西
周
金
文
に
お
け
る
「
視
」
字
に
つ
い
て
裘
氏
は
、
み
な
周
王
朝
と
蠻
夷

の
邦
と
の
關
係
に
絡
む
と
し
、『
周
禮
』
春
官
・
大
宗
伯
の
「
時
聘
曰
問
、
殷

曰
視
（
時
聘
を
問
と
曰
い
、
殷

を
視
と
曰
う
）」
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
視
」、
す

な
わ
ち
天
子
を
聘
問
す
る
意
に
近
い
と
す
る
。
駒
父

蓋
銘
の「
駒
父
視
南
淮
夷
」

と
「（
南
淮
夷
）
逆
視
我
」
に
つ
い
て
は
、下
位
者
が
上
位
者
を
聘
問
す
る
場
合
も
、

上
位
者
が
下
位
者
を
訪
問
す
る
場
合
も
共
に
「

」（
＝
「
視
」）
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
段
玉
裁
説
（『
説
文
』
八
下
・
見
部
・

）
を
引
い
て
説
明
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
二
〇
〇
八
年
の
追
記
に
、

侯
旨
鼎
の
「

侯
旨
初
見
事
于

宗
周
、
王
賞
旨
貝
十
朋
、
用
作

寶
尊
彝
」（
集
成02628

）、

方
鼎
の
「

見

事
于
彭
、
車
叔
賞

馬
、
用
作
父
庚
彝
」（
集
成02613

）、『
尚
書
』
康
誥
の
「
見
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士
于
周
」（
裘
氏
は
楊
樹
達
「
書
康
誥
見
士
于
周
解
」（『
積
微
居
小
學
述
林
』
所
收
）

に
お
け
る
「
士
」
を
「
事
」
と
讀
む
説
を
支
持
）
を
引
き
、こ
れ
ら
に
み
え
る
「
見

事
」「
見
士
」
は
い
ず
れ
も
「
視
事
」
と
釋
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。「
視
事
」
は
、

『
左
傳
』
襄
公
二
十
五
年
「
崔
子
稱
疾
不
視
事
（
崔
子
（
杼
）
疾や

ま
いと

稱
し
て
視
事

せ
ず
）」
に
見
え
る
よ
う
に
「
古
代
常
用
語
」
で
あ
る
と
い
う
。（
な
お
、

方
鼎

の
「
視
事
」
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
雷
煥
章
（Jean Alm

ire Robert 

Lefeuvre

）
の
示
敎
を
受
け
た
と
の
謝
辭
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。）

春
秋
戰
國
間
の
侯
馬
盟
書
に
な
る
と
、「
見
」
と
共
に
「

」
字
が
見
え
、
晉

國
で
は
も
は
や
「
視
」
の
表
意
初
文
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

ま
た
郭
店
楚
簡
と
時
期
的
に
近
い
戰
國
中
期
後
半
の
中
山
王

墓
出
土
兆
域
圖
に

は
「
目
」
に
從
い
「
氏
」
聲
の
「

」
字
が
見
え
る
ほ
か
、
中
山
王

方
壺
（
集

成09735

）
に
は
立
人
に
從
う
「

」
が
「
見
」
の
用
法
で
使
わ
れ
て
い
て
（「
則

臣
不
忍
見
■
」）、
そ
の
混
用
が
示
唆
さ
れ
る
。
前
述
の
郭
店
楚
簡
・
包
山
楚
簡
の

例
か
ら
、
楚
國
に
お
い
て
は
「
視
」
の
表
意
初
文
が
比
較
的
遲
く
ま
で
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
一
方
で
、
そ
の
郭
店
楚
簡
で
す
ら
立
人
に
從
う
「
視
」
字

の
用
例
は
少
數
に
止
ま
り
、
楚
國
に
お
い
て
も
そ
の
地
位
は
す
で
に
搖
ら
ぎ
は
じ

め
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
裘
氏
は
結
ぶ
。

（
秋
山
陽
一
郎
）




